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I()3
学 習 指 導 要 領 に お け る 語 彙 の 取 扱 い に つ い て の 考 察
―新学習指導要領を中心として
川 又 正 之
は じめに
川丈のこれまで の 研 究 用 l又 1996､ 1997､ 2008､ 2009 他 ) に お い て
は､Ll本の中学校 ､ 高 等 学 校 の 英 語 教 育 を 中 心 に ､ 文 部 科 学 省 検 定 済 教 料
語の役'Ff,IJ､ .iJ.itiと イ デ オ ロ ギ ー の 観 点 等 か ら 射 軸 的 な 分 析 を fJ-･い ､ F.",J題 点
の指摘と改 ltr,;-へ の fLl･言 を 行 っ た O
本稿では ､ 2O()Lq (､軌 に20 ) 隼 3 日 に 告 示 さ れ た 新 し い 中 学 校 J､告 151指 導
要領 (20 12 中 空 か ら iW IT-'来 施 ) と ､ 2009 (､ド 成 2 1) 隼 3 月 に -;I,L･示 さ れ た
;.:I-1.I;十 .･'l･r.;:I-I.;-'LJi .i- リl,･i:;;汁 -.:Ji:-膏 :'J:l!.i.･ J U L･. :I:中 ∴ ､.~ ､ I:…■
代の学 習 指 導 要 領 の .i己述 を 踏 ま え な が ら ､ 語 嚢 の 取 扱 い に つ い て 考 察 を 試
みるO
な お ､ 新 学 習 指 導 要 領 の ｢文 法 ｣ の 取 扱 い の F,'t.j越 点 に つ い て は ､ 川 又
(20 11) で 取 り [･.げ て い るの で ､ そ ち ら を 参 照 さ れ た い L, ま た ､ 新 学 習
指 導 要 領 に 妃 ら れ る英 語 帝 Lti1I-:義 の イ デ オ ロ ギ ー の ItT.】題 等 に つ い て は ､ 別
途 ､ 稿 を 起 こ し た い と 考 え て い る(,
以 卜､ 第 1節 で は 学 習 指 導 要 領 の 歴 Ll川 lJな 変 遷 を ､ 第 2節 で は そ の 門 景
に あ る理 念 を ､ そ れ ぞ れ 概 観 す る0 第 3節 で は 緋 ,?I,習 指 導 要 領 の 改 .汀 の 要
点 を 示 し ､ 第 二l節 以 降 で ､ ｢語 吏 J の 取 扱 い を 中 心 と し て 考 察 を 試 みるo
l書 ■マ l習 打 点 賛 辞 LT;雷 ;寧 ･､
学 習 指 導 要 領 は ､ 文 部 科 学 省 よ り 発 行 さ れ て い る教 fJ-一謀 柑 0))が tf:;を 示 す
文 .lFで あ るO 第 2次 ttlLN 大 戦 以 降 か ら 現 在 ま で の 学 習 指 導 要 am (炎 ,潜 ､ 外
回 語 机 ) の 発 行 ､ 改 .汀 ､ 告 示 の 年 度 は 以 下 の 通 り で あ るL,
19･17 川 1'i和 22) 隼 ｢学 習 指 導 要 領 ･ 失 語 如 く試 案 )｣ 発 行
1952 (llJiitI27) 隼 ｢LfT,学 校 ･ 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 ･ 外 国 語 科 姫 .i.ti編
(試 零 )_｣ 発 行











































































指 して い るO 外 圧】語 科 につ いて は､ [二_ti]際 化 の 進 展 に 対 応 し､ LEミ】際 社 会 の 1日
に′卜き るた め に必 要 な 素 養 を 養 う とい う観点 か ら､ 牛封こコ ミュ ニ ケー シ ョ
ン能 JJの 育 成 や 国 際 坪 解 の 基礎 を増 う こ とをね らい と して fJLI-つた も0)で あ
る｡｣
｢llil際 化上 ｢拘 際 社 会｣､｢川 際 理 解 ｣ と い った 川 詔 の 他 用 か ら も､ 社 会 的
な変 化 を学 習 指 導 要領 改 暮汀0)大き な 理 Hlと して い る こ とが 托て とれ るO な
お､ ｢国 際 判摘勘 と t-1う川 語 は ､ 1977 (rIl畑 152) 隼 ｢【中学 校 学 習 指 導 要
訂 ･告 示版 で ｢目標 J か ら ･度 汀jえ た U)が ､ fkL漬 した も の で あ るo Lか
隼改 訂 ･告 示版 (高 校 ) か ら再 び 性 わ れ な くな り､ 今回 の 改 ,;.-1~で も､ Ll亘,I;
いず れ の版 にお いて も仙 川 され な い ま ま とな って い る｡
1～)8t) (､nJモ元) 隼 版 で 高 等 学 校 に お い て 新 設 さ れ た ｢オ ー ラ JL,･コ
.ミュニ ケ- シ ョ ンA｣､｢オ ー ラ ル ･コ ミュ ニ ケー シ ョ ンB上 ｢オ ー ラ JL,･
ミュニ ケー シ ョ ン I工 ｢オ ー ラ )L･コ ミ ュニ ケー シ ョ ン llJ とな り､ 今(=Ⅰ
のlL:;f斜板の f:lfJ芋習 指 導 要 領で は ､ 大 幅 に拡 充 され て ｢コ ミュニ ケー シ ョン
堆.芸,Li1.日運上 ｢コ ミュ ニ ケー シ ョ ン 英語 1上 ｢コ ミュ ニ ケー シ ョ ン 某.i.till｣､
｢.晶 iO)仙 川場 面 と働 き｣ につ いて は､ lt)～)H (､I'-･成 10) 隼伽 (小 芋校 )
および 1999 (､ド成 11) 隼版 (高 校 ) で 欄場 し､ 今t=lU)Lll･高 の 新rJ学習 指
導要領にそ の ま ま受 け継 が れ て い るLl
(2)r外 t郎 た科｣ の 必 修 化
け-.ト ･:亘 -it･ r卜i.トノ.li'lJ:i.I,. -..:i:..'.･ri､ ●●､､ I.:-i､.早 喜､.fl.:L;I' .
けとして ｢外 LTil語 科 ｣が 必 修 教 科 とな り､ 偵 tuと して 失語 を履 修 す る もの
におい て も､ lTl様 に 外 国 .離村 が 必 修 教 科 とな り､ 姫 .潜を 履 修 す る 場 合 に
は､｢オ ー ラ ル ･コ ミュニ ケー シ ョン ]｣ か r某語 IJ の うちか ら l科 Ilを
選んで必 履 修 f:I･Iltす る､ と され た o LI)J芋校 にお いて 外 IIiJ.i,L測 ･751必 修 と さ
れたのはこ0)Ll,摘 ミ初 め て ､ 高 等 学 校 で は ､ 1t)63 (ETIifI138) 隼 か ら =)72
川lif'H17) 叶 まで ､ 外 l舶 臣)ili･位 が 必 修 とされ て 以 来の こ とで あ るIl
こ0)rJ捌 封 じー｣ に 旧 連 して､ 『中 学 校 学 習 指 導 要 領 解 説』 (1!･)t)8 (平成



















































































. :､一)､､､∴工 i-:.≡､･･ l{'1 '.､:::.､･･･:.日.' :I,Ll巨∴∴:､
｢オーラル ･コミュニケーション l(標準i神川!(2十｣､｢オーラル ･コミュ
ニケーションIl(標準'ti‖;!二数.1トト｢~LXt.;I.tiI(標準ii.位数31｣､｢英語 1(標準



































1969(昭和4車年告示 950- 1,-00 潤り美l｣に5-3語が
1977(昭和52)年告示版 goo-､1,050 ｢男J来工に190語が指定












表2 高等学校学習指導要領 に おいて取扱いが規定された語受敬
-
川60(昭和3封 隼 英語A l.500 i,5()0-請,GOO告示版 英語B 3,GOO
川70川榊L115)午 英語 A l◆20() - 1.500 1,2()0-3,GOO告示版 英語 臼 2,一oo .- 3,600
1～汀臼(昭f‖5封咋告示版 発 語 Ⅰ ~40鉛 - 50岱英 n 6 0 ､ 7 0廿 r3 -loo - 丁oo 1､10(一一､一､や00
l輔o(十戒元)咋告示版 英 語 Ⅰ 500≠リ ー デ ィ ン グ 900 I,goo
lり0り(ヤ成1-)咋告示版 英 語 1 100 一,韓OO英 語 廿 500 (文二科省は一､300と
リ ー デ ィ ン グ 000 いう.見解)
2(I(川(平 成 2-)隼告 示 版 コ ミ ュ ニ ケ ー ション英語1 100廿 7()= () 1.800
lt)60 (L昭 和 3irl)隼 告 ′1-版とlt)7(川It'if-1=5)隼告示版の｢英語Å｣は､おも
に就 職 を 希 望 す る ′卜徒0)ためU)科Il､r某.iLlfB.jはおもに進学を希望する牛徒
た め の 科 巨‥1と 位 関川すられているO,訳放牧U)紘.汁を比ると､1～)6O(昭和35)
隼 告 示 版 と 197O(ltJil-廿15)隼告示I板o)卜限カ甘 (i()0liLfiであったU)に対し､そ
れ 1､即 勘 ま､1.BOO-1,別)O詔拙 kLで推移しているのがわかるL,なお､19～)i)(､li･
Jに11)叶告示版における詔放牧について､文科裾ま1､ボ()()語ではなく､lJ30O






申1058∴高1～帖0年 1,10()-.一､300 1,500J,-3.GOO 2,GOO-､3,000
一十日)(川+高1～けい咋 050- -,日)O I,20()-3,GOO 2,-50- 4†70()
小1077..高川7H咋 0(10-＼.一､050 1,-loo- 1.goo 2,30()- 2,0う0
申.高1+0削)咋 一､000 1､900 2,goo
申l与川ホ+高lt川0 i)00 1,8OOL文科竹は.30()という.見解)2,7(川 (宣科省は20(ーという兄願う
11_3
卜隈を 見ると､最 も阜かったのが ｢l11969/高1970年｣告示版の
今回の改訂において､.言lLi東については､文部相芋省 (以上文科省)は､
…J.;･､ .~-:'よ Iy:I_三 一'･:小:. .∫･了.‥･7こ,iI.∴ .i:r .､工,､
(L坤 恒7) ｢コミ｣は､｢コミュニケー ション某語｣の略O)
図2 語嚢数について
｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 堆 .i.tfI｣ で :lO()語 ､ rコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 lI｣
で700語 ､｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 .;-lflI]｣ で 7OO語 の 計 1.800語 で 問 題 は
ないと思われ るが ､ f与H j･の 版 に つ い ては ､ な ぜ か ｢英 語 11(500語 )｣ を
｢リーディン グ (9 0 0 語 )｣ に 合 ま れ る も の と して示 してお り､ 高 校 3年 FHJ
で学習する新 語 数 を ､ r英 語 1 (1 0 O 語 ) .｣ + ｢リ ー デ ィ ン グ (那 )O語 )｣ で
計1.300語 と 見 積 っ て いるO
こU)点 に つ いて ､ 現 行 の 学 習 指 導 要 領 を 比 ると ､ 以 卜 の よ う に 規 定 さ 才1
ている｡
･ ｢ 乱 打 i rI J
｢詔 は ､ 『 失 語 l 』 の 内 容 の (3 ) の イ に 示 す 新 語 の 数 に 5 0 0 詔 程 度 ま で
.パ I J +. ･1 ' . ･∴ ‥ -i機 .. ∴ 一 一､:I.'L.1人こ ･'.､ ･･'. '､封 I'了 ､ 巨 ;∴ ∫
･ ｢ リ ー デ ィ ン グ ｣
｢語 は ､ 『 失 語 l 』 の 内 容 U ) (3 ) の イ に 示 す 新 語 の 数 に 9 0 ()語 ･F l号 隻 ま で






ト｣を｢捌 楚にす川 ま､｢某詔 t(LIO()語日 十 rT)-デ [ンゲ (～)()0詔上3と
な り∴ ~り-デ ヤング (90()詔)_3U)中に 月'i語 ll(i-10()詔十iも含まれるこ
とになる､ ということになろうO
しか しなが ら､こU)ような.掛りJは､'Li･態をきちんと反映 したものはなっ
ていないL,という0)も､そもそも高校U)J芋習指導要領において規定されて
いるのは､耕語U)｢1数 1U)みであり､(_lt)～)が (､IilJに10)隼告示版まであ･-.)
た)中辛校U)冊｣JiL_ia)ような､,ii†仰 'Jな'l'.詔そ0)もU)を叫挙した りス ト
がないか らであるし-､
したがって､｢某詔 1卜 と ｢り-デ [ンゲ｣で異なるさ目板汁の教科･告を
[申 Ijするような場 合､ぎ~リーデ ィング (i)OO語)｣のIFTに､｢某.訳l】 ti-(1()
詔)Jがすべて 含まオlることになるわけではない｡選定 される語壷は､ 肴
教fニト.lt･一会社U)それぞれU)教fミロi'緑青渠寸1I.当晋の);･k･'l'LIによるものであり､む し
! .∴ ･tl .:. 一 .･,i:∴■.. lL､~.: :.'､. い !(:/']･ _･,I.1!
a))封礎としている 鼎 Jf学 (i)OO語)』 + 紺lI詔 I L100語)』 二-1..'引)O.出
という公式も､IflJ芋校6社6点､I.:吊Ii'｢某詔 IiI(用 ･.:川点が発行されてい




は､ 文科省U)示す 用架.iL.lil(AIOO詔)』 † 『リ-デ 1,ング (0()0詔)』 -
1パラOO,i-lEを｣ではな く､｢『某詔 t(･l()0詔).!ト+ Lr】･.'jl･.;(.;LIZ(.=jOO.語)』 + FT)-
デ ィンゲ (00()誹)』 -I.(qO().紺 と兄f:liるべきものであることがはっきi)
としようL,
今回U_)LiI訂でノ長㌣汗畑 二増えたU)は中学校0):HIO語 分 (Poo語- 1.2()()
請)a)みであ り､高校U).課杵においては変わ らない (1.8()O詔)､ という

















ばらつきがあること､また､ I)- ダビ †りテ Iの公式をJIJいて計算をする
と､l吊,Zで(吏川されている教科I里ま､LIJ'封如 )教科否とU)問に､英語U)付
語証 H･換算でこi学牛分U)ギャ､ソブがあることを指摘 しているL,さらに､そ




は､中学校 と高校の語藁の レベ ルの差だけでな く､高校 と大学 入試の レ
ベ 1LU)差も､I.-1らかの形で埋めていかなければな らない､ ということで
あるL,J､.押 'I指導要領に基づいて編渠された検定済教科否を勉強 しただけで
は､ 入試に合格できない場 合があるということについては､ 入試問題を作
成する大学教員の側にも 大きな 古什があり､ El急 な改 吾の検討が必 要であ
るL,やさしくすると情がlL.■'膵等,A:､(となって 合否を判定できない､ というので
あれば､某r;f汀人外のところで､ 吉相 JJやコ ミュニ ケーション能 JJ､知｢fIJJLiJ.
考JJを匝7るようにすればよいのではないかL,大学 入試センター試験で ･定
の得点以 (I_をlrlっていれば､それで (某語0)ようなⅨ言語の) 合椿の最lt
基準は満た している､と考えるU)も つ のjJ一法であろうLl
また､fJ-rJ芋習指導 要領においては､ぎ`運川度の高いものを川い､清川す
∫: J･.･‥ ､-:I.::;･:'∴ :､.I.ニー:,-.I上 ∴,i I､､..‥ ● ..









ばよい ｢理解語菓 (recognition ～-oeL,llulこIry)｣と､証したり､.lHlた
りするl時にも旭川できる ｢発表語菓 (i)r(_)〔lu(1i()n ,ヽ()e之11)ul;lry)｣をきち
んと分けて指導することが必要であろうL,BIL'S (1うi/lSiclnterp(､rson王.ll
(い!il:.l､ミl!L‥l∴i ､;､-1ト l..iL..I:､i3!:.･;J ･(＼ji､.(い,.卜日三､.･


























t I ) l巨 羊 f甘 辛 Li.l･'lt指 や 要 紅 iに つ い て は 1-部 fl･J羊 省 (2 0 0 (q工 商 等 辛 f史 丁守 ;Il行 や 要 領 に
つ い て は ･上 部 f 十 羊 省 (.2 0 1肘 に よ る ､.
t i) ) 惟 t t u ) 学 習 指 頼 要 領 に つ い て は ､ 人 相 f山 ( 鮎 ) ( l t ) ド ( ) 上 い こh J!-. L t(i .;l i fiJl 究 所 ILJtii_t
1 9 ! ) i) こ1､ 1!) ～) 別 ) ) を 参 照 し た .㌔
で あ る ､,
( l l ( 『 2 1 1Jl: 紀 17 本 U ) t lV i 且 1, Lj] 懇 談 会 I U ) 捕 : I ,-- .Fi; ( 2 0 ( H ) 隼 I JJ I H l l 雅 人 ) に よ -つ
h o u k o k u s y L ) 舟 1(:l L ､ X 1. h t m l > を 琴 .L!(i l
( {' ) 上 部 什 ';:: '省 U ) ホ ー ム へ - ジ く 11t t t) : / / w w w . 111ビ X t . 即 1. j t_) / 1) J l l e n u / S ll i l l L T i /I
c ll O u S L-1局 1(_) t O u / ( ) 2 0 ,.1ls (､ さ こ l k u /l'0 2 0 7 O 2 . h t m # ll l こI l l ヽ を 参 照 ,(. ( 2 0 0 2 隼 7 1J I 2
日 発 表 き
日 日 文 部 f 十 芋 省 く h t l I_) : 汗 ＼ ヽ , Ⅵ , W . 目 し ､ X t . g O . j t ) / i l _ 111(､ l u l ,/-s h o t ( ) t l :!p n t_､ Ⅵ - イ S I,/
n e ヽ ヽ 宜 0 8 1 2 2 3 / 0 1 -I .p (1f > に よ る L,
( 7 ) 文 部 事 情 '': 省 ＼ ll t t p : / ! Ⅵ , ヽ ＼ - ヽ ヽ - , ll l t､ X t~ . g O . j t) / こl _ tl l e n u / s h o t o u ,/ n e w - r s !pL'
n e w s ,/ 0 8 1 2 2 3 ,/ O l -i . p d f > に よ る ｡､
t H ) :蓬 部 省 ( l t) O t) h ) p l1. 5 ---1- L=J l か ら ｡




















回立ItこⅠ.;!汗け死所l伸iLt後熱fi改･tl.:賃料研究会 (紬)(lt)HO;I).ドtt部 'f I' 111:: I ･111 1 tl :.キ 要 領 川
中HIこt詔如 し1号 =･jLL､畑暮:Lセンタ-
=吊r-_hit.冊町.'t所l伸ik後難fJ'改車甘ド=叶托I:(鮎1し1～) (1 0 h l . iF k ' 部 Jr ll ･芋 習 指 導 要 領 2 0
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